施設処遇会議　議事録

と　き：H18.8.7　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：C.E.O・村田I.O.O・江刺家I.O.O・

長谷部G.O.M・清水G.O.M・佐々木・山田・小坂・小松
（欠席者：秋山Ｇ.Ｏ.M・壬生・小田・山口）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：金澤
議題

１：村上　元道様（青山荘利用者様）の処遇について

２：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：鹿原　博夫様（青明舎利用者様）の処遇について

１：村上　元道様（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 生活リズムが未確立(起床できない)

介入方法→・睡眠状態と気分の把握
　　　・対処法について話し合いの機会を持つ
・二度寝を防ぐ為に役割を与える

・生活リズムを主治医に報告

・生活状況、目標についての定期的な評価

②　対人技能の強化（うみねこ幸房の利用に関して）

介入方法→・うみねこ幸房利用の際に生じる問題点についての対策

・日中の様子観察し、面談を行う

・自分で行えることは自分で行うようにする
＜評価＞

　　本人の分析を行い、できる部分とできない部分を明確にする。できない部分は病気的なものか性格的なものかを分け、その部分が改善できるものか長期的なものになるのかを判断する。そこから介入や指示の方法を検討していく必要がある。うみねこ幸房利用することは現段階で必要性は考えられないが利用するのであれば必要性・目標を明確にしなければならない。今後の事も考え、家族関係(兄との)の修復をすすめていく必要がある。兄弟から話をしてもらう、本人の生活状況について定期的に報告するなど少しずつすすめていく。
２：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症・精神遅滞
　＜問題点＞

1 基本的な整理・整頓・保清ができない
介入方法→・定期的に声掛けをし、習慣性を身につける

・その都度、確認し助言・支援を行う。
　②　自室にこもり居眠りし漠然と過ごしている。
介入方法→・食事当番や好きな趣味(ぬり絵・編み物)等を活用し生活にリズムをつける
　　　　　　

3 人間関係が上手く築けない
　　　介入方法→・定期的に話し相手になる事で安心感を与え、緊張の緩和を図る
＜評価＞

　統合失調症というより知的障害としてとらえた関わりをもつことが重要である。単純なやり方(服のたたみ方、タンスのしまう場所を決めるなど)を決め、習慣化させる援助が必要。部屋に籠もることがないよういろいろな方法を試して部屋から出ることを促していく。

　入所から５年が経過した事により今後について兄夫婦・長男を交えて話し合いの場をもつ必要がある。
３：鹿原　博夫様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 緊急時の対応

介入方法→・不調時に関係者(家族、主治医、幸房スタッフ、ＮＣスタッフ、青明舎スタッフ等)へ話せるように、普段から対話する機会を持つ。。

　

＜評価＞

　　就労に関して本人はそば打ちの技術を身につけたいと就労の意欲は薄い様子だが、そば打ちを行うことで就労に結び付くことはないので本人にはその事を伝え、今後について話し合う機会を持つこととする。本人には選択肢が広がるようさまざまな情報を与えるようにする。服薬に関して薬は飲まなければいけないものと認識しており、服薬は行っているが病識に関しては不明のため、確認する。
